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	評価項目
	達成度（％）
	課題に向けて

	法人理念と保育理念
	６１

	今回、初めて評価の項目に「法人の理念」についての項目を入れた。保育園の保育理念や保育方針について理解し保育を行っているが、法人の理念の理解については、評価が低くでた。子ども・保護者のみならず、社会福祉法人として地域の福祉の向上に貢献していく姿勢について職員間で話し合う必要がある。

	特に配慮すべき事項
	７３

	　子どもの家庭環境の把握、保育環境の整備、保育士の子どもに対する前向きな声かけ、保育士の動線・声かけが環境に及ぼす影響等、意識しながら保育を行っていることが伺える。

	食育
	７３

	　人的環境として保育士自らの姿勢、行儀について意識し保育を行っていることが伺える。
　子どもが食事を楽しめるよう保育士は環境に配慮し保育を行っている。

　日々の生活の中で栄養士、調理員と連携を図り、食育活動に取り組むことができている。
　「保育士自身の食生活について安全な食材選びを意識しているか」の項目について評価が高く出たが、「あまり意識できていない」と答えた保育士も若干いた。飽食時代の昨今、安心、安全な食材を選択し食を営む力を育むためにも、保育士は、自らの生活の見直しも必要である。

　課題としては昨年に引き続き、食育保育教材の活用があげられる。

	保育（健康）

	７３

	　昨年に引き続き、子どもの身体の諸機能の発達が促されるよう、遊具など戸外環境への配慮の意識が低い。室内環境同様、戸外環境も子どもの発達に沿った遊具、遊びの環境を整えることは重要である。また、保育者は、遊具の特性を把握し、子どもの運動機能を刺激するような環境を整える必要がある。
　「一日を通し、体を十分動かすことができる時間を意識して保育を行っているか」に対し、身体の発達が著しい乳幼児期に体を十分動かし活動することの重要性を理解し保育を行っている。この場合、保育士は、子どもの興味関心をしっかり把握し、遊びの中で楽しく体を動かすことができきるよう配慮が必要である。けっして練習、訓練にならないよう意識して保育を行う必要がある。　感染症予防、薬の誤飲、保育室の換気等については意識があり評価が高く出ている。引き続き、意識を高く持つよう努めなければならない。
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	保育（人間関係）
	６１

	　今回、新しく作った項目「クラスにとらわれず、兄弟の育ち合いを職員間で共通理解し、保育を行っている」に高い評価がでた。３・４・５歳児の異年齢だけでなく、園全体を通し、兄弟の育ち合いを大切にすることが可能な環境になっていることが伺える。
　「大人の考えを無理強いせず子どもが自らの気持ちが動くよう心がけているか」に対し高い評価が4割、6割が中程度の評価を出している。大人との信頼を基本に友達関係を構築していくことを考えたとき、大人は子どもの人権を尊重し、子どもと真摯に向き合い、また、子どもの気持ちが自ら動くような声かけの配慮が大切である。


	保育（環境）
	５５

	　「身近にある草花を生けるよう努力をしているか」の項目にかなり低い評価がでた。常夏の沖縄でも季節の移り変わりを感じることは可能である。子どもと一緒に道端に咲いている草花を摘み、部屋に飾る行為は単純なことではない。その行為の中にはたくさんの教育的な意図が含まれている。そのことを保育士は理解し実践しなければならない。
　「保育園の環境を通して養護と教育を一体的に行う」という保育方針を掲げ、子どもがくつろげる環境、興味関心をそそる環境、心の安らぎになる人的環境を配慮し、環境構成を考えることを再確認し、職員間で共通理解したい。

	保育（言葉）
	５４
	　昨年と全く同じ数字がでたことに課題がある。略語や俗語等を使わず、保育士として正しい言葉を子どもに伝える必要がある。今年も引き続き課題となる。
「素話の奥深さを知り、子どもに語っているか」の設問に対し
殆どの保育士の評価が低く出た。長年の課題である。素話は絵本と違い、絵がなく、語る人により言い回しも違い、保育士一人一人の個性が表現される。自らの身体を使った世界で一つの保育教材であることを意識し、次年度の課題にした。

	保育（表現）

	４３
	　保育目標に心・・・ゆたかにと掲げている。どのようなことを豊かというのか。そのためにはどのような環境が必要なのか
保育士間での話し合い環境を整える必要がある。ゆたかとは、柔軟な心をもち、様々な人々と信頼関係を構築することができる豊な心。また、人間の力では変えることのできない、自然の美しい姿に触れたり、美術館、博物館で芸術的作品を鑑賞したり、美しい楽器の音色や保育者の美しい声に触れたりする体験を通し育つ豊な感性と考える。
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	指導計画作成
	６５
	　「あなたの立てた保育計画は保育を行うにあたり役に立っているか」の設問に対し高い評価がでたのは3割だった。保育園には保育課程、年間指導計画、月指導計画、週指導計画、日指導計画があり保育日誌等、作成しなければならない書類が多く、月の振り返りや計画が不十分になってしまうこともある。　　　　　記録は何のためにとるのか、計画は何のために立てるのか、保育に役立つ記録、計画を意識し作成していく必要がある。どれも子どもの育ちに影響を及ぼす内容である。


	研修と自己評価
	５３
	　保育者倫理綱領（４）保育者としての専門性を追求すると掲げている。専門性とは保育スキルだけではなく、常に向上し続ける姿勢のことを含めている。実践ありきの保育では視野が狭くなる恐れがあるため今回、「実践のみではなく理論を学ぶため専門書を読んでいるか」という設問を追加した。結果、自己評価が低く出た。保育士としてだけではなく、人として視野を広げるためにも本を読むことを大切にしたい。


	子育て支援
	７５

	保育者は朝夕の送迎時、保護者から子どもの家庭での様子を聞いたり、園での様子を伝えたりすることを大切にしている。その中で、保護者の子育ての悩みを聞いたり、仕事の悩みを聞いたりしている。子どものことだけでなく、保護者支援も

積極的に行う姿がある。保護者と保育者が一緒に子育てをしていくためにも引き続き、懇談会や個人面談の機会を設ける必要がある。



